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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】センサが測定した生体情報と患者との対応付け
を正確に行うことを支援することが可能な中継装置を提
供する。
【解決手段】所定範囲内に在るセンサを認証する認証部
１１と、認証部１１により認証されたセンサから、当該
センサが計測した患者の生体情報を取得することが可能
な取得部１２と、ベッドに付与されたベッドＩＤが記憶
された記憶部１３と、取得部１２が取得した生体情報に
対してベッドＩＤを付与した後に、ベッドＩＤ付の生体
情報をベッドサイドモニタに向けて送信する送信部１４
とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定範囲内に在るセンサを認証する認証部と、
　前記認証部により認証された前記センサから、当該センサが計測した患者の生体情報を
取得することが可能な取得部と、
　医療設備に付与された医療設備識別情報が記憶された記憶部と、
　前記取得部が取得した前記生体情報に対して前記医療設備識別情報を付与した後に、前
記医療設備識別情報付の前記生体情報を外部機器に向けて送信する送信部と、
　を備える、
　中継装置。
【請求項２】
　さらに、バッテリー部を備える、
　請求項１に記載の中継装置。
【請求項３】
　前記外部機器と接続する通信ケーブルを有する、
　請求項１または請求項２に記載の中継装置。
【請求項４】
　前記所定範囲の外に前記センサが移動した場合、アラーム信号を前記外部機器に向けて
送信する、
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の中継装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報伝達の中継を行う中継装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　センサを患者に取り付けた状態で、センサと表示装置とをケーブル（有線）で接続する
構成では、そのケーブルにより患者の動きを拘束してしまう場合がある。そこで、例えば
、センサと表示装置とを無線で通信することを可能に構成したシステムがある（特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第８５５８９３３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載のシステムでは、複数の患者が表示装置の近距離にい
る場合、センサと表示装置との間における無線通信が混線してしまい、センサが測定した
生体情報と患者との対応付けを正確に行えない事態が考えられる。
【０００５】
　そこで、本発明は、センサが測定した生体情報と患者との対応付けを正確に行うことを
支援することが可能な中継装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の中継装置は、
　所定範囲内に在るセンサを認証する認証部と、
　前記認証部により認証された前記センサから、当該センサが計測した患者の生体情報を
取得することが可能な取得部と、
　医療設備に付与された医療設備識別情報が記憶された記憶部と、
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　前記取得部が取得した前記生体情報に対して前記医療設備識別情報を付与した後に、前
記医療設備識別情報付の前記生体情報を外部機器に向けて送信する送信部と、
　を備える。
【０００７】
　この構成によれば、例えばナースコールシステム上で患者と対応付けて管理されている
医療設備（ベッドや個室等）に本中継装置を設置することで、患者がその医療設備に近づ
いて所定範囲内に進入した時に、その医療設備の医療設備識別情報が付与された生体情報
が外部機器に向けて送信される。外部機器では、医療設備識別情報とナースコールシステ
ム上の患者テーブルとを参照して、受信した生体情報と患者とを正確に対応付けることが
できる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の中継装置によれば、センサが測定した生体情報と患者との対応付けを正確に行
うことを支援することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る中継装置の使用例を示す概要図である。
【図２】中継装置の機能を説明するためのブロック図である。
【図３】ベッドサイドモニタに表示されるメッセージ画像の一例を示す図である。
【図４】ベッドサイドモニタに表示される生体情報の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本実施形態の一例について、図面を参照して説明する。
　図１に示すように、本実施形態に係る中継装置１Ａ，１Ｂ（以下、総称するときは中継
装置１と称する）は、例えば病室１００のベッド２Ａ，２Ｂ（医療設備の一例。以下、総
称するときはベッド２と称する）に設置される。中継装置１Ａ，１Ｂは、それぞれ固有の
中継装置ＩＤ（ＩＤ：identification）を有する。ベッド２Ａ，２Ｂは、それぞれ固有の
ベッドＩＤを有する。図１は、ある病院の一室に入院している患者Ａ，Ｂがベッド２Ａ，
２Ｂの上にそれぞれ横になり、生体情報を計測されている様子を示している。
【００１１】
　中継装置１は、近距離型の無線通信機能を有している。中継装置１は、例えばセンサ３
ａ～３ｆ（以下、総称するときはセンサ３と称する）との間で無線通信（例えばBluetoot
h（登録商標））可能に構成されている。
【００１２】
　センサ３は、生体情報を計測する際に患者に装着される。センサ３は、近距離型の無線
通信機能を有するワイヤレスセンサである。本例では、患者Ａにセンサ３ａ～３ｃが装着
されており、患者Ｂにセンサ３ｄ～３ｆが装着されている。センサ３は、それぞれ固有の
センサＩＤを有している。センサＩＤは、例えば視認可能な態様でセンサ３に表記されて
いてもよい。なお、計測される生体情報としては、例えば心電図、酸素飽和度（ＳｐＯ２

）、体温、呼吸等が挙げられる。
【００１３】
　また、中継装置１Ａ，１Ｂは、それぞれ通信ケーブル４を介して、ベッドサイドモニタ
５Ａ，５Ｂ（外部機器の一例。以下、総称するときはベッドサイドモニタ５と称する）と
通信可能に接続されている。なお、中継装置１とベッドサイドモニタ５とは、無線通信（
例えばBluetooth）で接続されるようにしてもよい。
【００１４】
　ベッドサイドモニタ５は、病室１００の各入院患者が使用するベッド２毎に設置されて
いる。ベッドサイドモニタ５Ａ，５Ｂは、表示画面５１Ａ，５１Ｂをそれぞれ有しており
、中継装置１Ａ，１Ｂから受信した患者の生体情報を表示画面５１Ａ，５１Ｂに表示可能
である。また、ベッドサイドモニタ５は、ナースステーション２００に設置されているナ
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ースコールシステム６と間で通信可能に構成されている。ベッドサイドモニタ５とナース
コールシステム６とは、例えば有線ケーブルや無線ＬＡＮ（ＬＡＮ：Local Area Network
）を介して接続可能である。
【００１５】
　ナースコールシステム６には、入院している全患者の情報が記録された患者情報テーブ
ルが保存されている。患者情報テーブルには、例えば患者ＩＤ、患者氏名、入院する部屋
番号、ベッド番号（ベッドＩＤ）、担当医師、担当看護師等の情報が患者毎にそれぞれ対
応付けて記憶されている。ナースコールシステム６は、患者情報テーブルの情報を無線通
信でベッドサイドモニタ５に送信可能である。また、ナースコールシステム６は、表示画
面６１を有しており、ベッドサイドモニタ５から受信した患者の生体情報を表示画面６１
に表示可能である。
【００１６】
　また、中継装置１は、医療従事者が保有する携帯型通信端末７（例えば、スマートフォ
ン、タブレット等）との間で無線通信（例えばBluetooth）可能に構成されている。
【００１７】
　携帯型通信端末７は、例えば生体情報の計測を行うために使用する予定のセンサ３のセ
ンサＩＤを無線通信で中継装置１に登録する。また、携帯型通信端末７は、生体情報を計
測される患者が使用する医療設備に付与された医療設備識別情報を無線通信で中継装置１
に登録する。医療設備としては、例えばベッド、病室等が含まれうる。医療設備識別情報
としては、ベッドに付与されたベッドＩＤ、病室に付与された病室ＩＤ等が用いられる。
本例では、一つの病室１００に複数人の患者が入院する大部屋を示しているため医療設備
識別情報としてベッドＩＤが用いられる。これに対して例えば病室が個室の場合には、医
療設備識別情報として病室ＩＤが用いられてもよい。
　また、携帯型通信端末７は、上記無線ＬＡＮを介してナースコールシステム６と通信可
能であり、患者情報テーブルの情報をナースコールシステム６から受信可能である。
【００１８】
　各入院患者Ａ，Ｂは、身体の一部、例えば手首や足首等にＩＤタグ８Ａ，８Ｂが装着さ
れている。ＩＤタグ８Ａ，８Ｂは、その患者を識別することが可能な患者識別情報が記憶
されており、例えばリストバンドに取り付けられている。患者識別情報には、例えば患者
ＩＤ、患者氏名、診察券番号等が含まれうる。リストバンドには患者識別情報が視認可能
に表記されていてもよい。なお、ここで、「表記する」とは、例えば、リストバンド２が
液晶画面を有し、ボタン操作等に応じてその液晶画面に患者の氏名等の患者識別情報が表
示される態様も含み得る意味である。
【００１９】
　図２に示すように、中継装置１は、所定範囲内に在るセンサ３を認証することが可能な
認証部１１を備えている。所定範囲内とは、中継装置１の無線通信可能なエリア内のこと
を意味する。認証するとは、無線通信可能なエリア内に在るセンサ３の中から予め選択さ
れている所定のセンサ３を認識し、認識されたセンサ３と通信可能な状態にすることを意
味する。
【００２０】
　中継装置１は、センサ３によって計測された患者の生体情報を無線通信により取得する
ことが可能な取得部１２を備えている。取得部１２は、認証部１１により認証されたセン
サ３が計測する生体情報を取得する。
【００２１】
　また、中継装置１は、患者が使用する医療設備に付与された医療設備識別情報や、生体
情報を計測するセンサ３のセンサＩＤ等を記憶することが可能な記憶部１３を備えている
。医療設備識別情報、センサＩＤ等は、例えば医療従事者の携帯型通信端末７から無線通
信により送信されてくる。
【００２２】
　また、中継装置１は、センサ３で計測された生体情報をベッドサイドモニタ５に向けて
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送信することが可能な送信部１４を備えている。送信部１４は、取得部１２が取得した患
者の生体情報に対して、記憶部１３に記憶されている医療設備識別情報を付与した後に、
医療設備識別情報付きの生体情報をベッドサイドモニタ５に向けて送信する。
【００２３】
　また、中継装置１は、中継装置１の各部に対して電力を供給することが可能なバッテリ
ー部１５を備えている。
【００２４】
　次に、図１～図４を参照して、中継装置１の動作を説明する。
　先ず、初期設定として、入院が決まった患者（例えば、患者Ａ、患者Ｂと称する）に対
して、ナースコールシステム６上で患者情報テーブルが作成される。また、例えば患者Ａ
の氏名（Ａ子さん）が表記されるとともに、ＩＤタグ８Ａが取り付けられたリストバンド
を患者Ａの手首に装着するようにしてもよい。同様に、患者Ｂの氏名（Ｂ子さん）が表記
されるとともに、ＩＤタグ８Ｂが取り付けられたリストバンドを患者Ｂの手首に装着する
ようにしてもよい。病室１００において、患者Ａが入院しているベッド２Ａには中継装置
１Ａが設置され、患者Ｂのベッド２Ｂには中継装置１Ｂが設置されている。
【００２５】
　続いて、医療従事者は、患者Ａの生体情報を計測するために患者Ａが入院している病室
１００に行き、例えばスマートフォン７（以下、スマホと称する）を用いて、中継装置１
Ａにベッド２ＡのベッドＩＤを登録し、中継装置１Ａとベッド２Ａとを対応付ける。例え
ば医療従事者は、スマホ７にインストールされている「対応付け」のアプリケーション（
以下、アプリと称する）を起動させた後、「中継装置対応付け」を指定する。
　中継装置対応付けが指定されたスマホ７は、無線通信可能なエリア内に在る中継装置を
識別し、識別した中継装置の中継装置ＩＤをスマホ７の画面上に表示する。本例の場合、
中継装置１Ａの中継装置ＩＤと、中継装置１Ｂの中継装置ＩＤが識別され、それらの中継
装置ＩＤがスマホ７の画面上に表示される。
　医療従事者は、患者Ａが横になっているベッド２Ａに設置されている中継装置１Ａの中
継装置ＩＤをスマホ７の画面上から選択する。これにより、スマホ７と中継装置１Ａとの
間で通信可能な状態になる。
【００２６】
　医療従事者は、対応付けアプリにおいて、「医療設備対応付け」を指定する。
　医療設備対応付けが指定されたスマホ７は、上記中継装置対応付けの場合と同様に動作
して、例えば患者Ａが横になっているベッド２ＡのベッドＩＤと、患者Ｂが横になってい
るベッド２ＢのベッドＩＤを識別しスマホ７の画面上に表示する。
　医療従事者は、患者Ａが横になっているベッド２ＡのベッドＩＤをスマホ７の画面上か
ら選択する。これにより、スマホ７から中継装置１Ａにベッド２ＡのベッドＩＤが送信さ
れて、中継装置１Ａとベッド２Ａとの対応付けが完了する。送信されたベッドＩＤは、中
継装置１Ａの記憶部１３に記憶される。
　なお、中継装置１とベッド２との対応付けは、予め初期設定で完了させておいてもよい
。
【００２７】
　医療従事者は、中継装置１Ａにセンサ３ａ～３ｃのセンサＩＤを登録し、中継装置１Ａ
とセンサ３ａ～３ｃとを対応付ける。例えば医療従事者は、対応付けアプリにおいて、「
センサ対応付け」を指定する。
　センサ対応付けが指定されたスマホ７は、上記中継装置対応付けの場合と同様に動作し
て、例えばベッド２Ａの患者Ａに使用するために準備したセンサ３ａ～３ｃのセンサＩＤ
と、ベッド２Ｂの患者Ｂに装着されているセンサ３ｄ～３ｆのセンサＩＤを識別しスマホ
７の画面上に表示する。
　医療従事者は、患者Ａが使用する予定のセンサ３ａ～３ｃのセンサＩＤをスマホ７の画
面上から選択する。これにより、スマホ７から中継装置１Ａにセンサ３ａ～３ｃのセンサ
ＩＤが送信されて、中継装置１Ａとセンサ３ａ～３ｃとの対応付けが完了する。送信され
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たセンサＩＤは、中継装置１Ａの記憶部１３に記憶される。
　なお、上記対応付けは、中継装置１に入力インターフェースを設けて、医療従事者が入
力インターフェースを介して行ってもよい。
【００２８】
　続いて、医療従事者は、ベッド２Ａで横になっている患者Ａに対して、中継装置１Ａと
対応付けされたセンサ３ａ～３ｃを装着させる。なお、センサ３ａ～３ｃが患者Ａに装着
された後で、上記センサ３ａ～３ｃの対応付けを行うようにしてもよい。
　センサ３ａ～３ｃは、装着された患者Ａの生体情報の検出を開始し、計測した生体情報
を中継装置１Ａに向けて無線送信する。
【００２９】
　中継装置１Ａは、無線通信可能なエリア内に在る例えばセンサ３ａ～３ｆを識別する。
中継装置１Ａの認証部１１は、識別されたセンサ３ａ～３ｆの中から、記憶部１３に記憶
されているセンサＩＤに基づいてセンサ３ａ～３ｃを認証する。中継装置１Ａの取得部１
２は、認証されたセンサ３ａ～３ｃから送信されてくる患者Ａの生体情報を取得する。中
継装置１Ａの送信部１４は、取得された生体情報に対して記憶部１３に記憶されているベ
ッド２ＡのベッドＩＤを付与し、ベッドＩＤが付与されたベッドＩＤ付き生体情報を通信
ケーブル４を介してベッドサイドモニタ５Ａへ向けて送信する。送信部１４は、例えば先
頭のヘッダー領域にベッドＩＤを書き込み、ヘッダー領域の後段に続くデータ領域に生体
情報を書き込んだベッドＩＤ付きの生体情報を送信する。
【００３０】
　ベッドサイドモニタ５Ａは、ベッドＩＤ付き生体情報を受信すると、ナースステーショ
ン２００のナースコールシステム６に保有されている患者情報テーブルを参照し、ベッド
ＩＤに対応付けられている患者Ａの氏名（「Ａ子さん」）を特定する。ベッドサイドモニ
タ５Ａは、例えば図３に示すように、表示画面５１に「Ａ子さんの生体情報を受信しまし
た」というメッセージをポップアップ画面５２で表示する。
　医療従事者は、ポップアップ画面５２の表示内容を確認し、Ａ子さんが患者本人である
かを例えばリストバンドに表記された氏名で確認した後、ポップアップ画面５２上をタッ
チする。
　ベッドサイドモニタ５Ａは、ポップアップ画面５２を消去させて、図４に示すように、
表示画面５１上に患者Ａの生体情報を例えば患者Ａの氏名（「Ａ子さん」）と共に表示す
る。
【００３１】
　上記ベッドサイドモニタ５Ａに表示される患者Ａの各生体情報は、ナースコールシステ
ム６側の操作により、ベッドサイドモニタ５Ａからナースコールシステム６へ無線送信さ
れ、ナースコールシステム６の表示画面６１上に表示されうる。
【００３２】
　また、中継装置１Ａは、生体情報を計測しているセンサ３ａ～３ｃからの信号が受信で
きなくなった場合、例えばセンサ３ａ～３ｃが無線通信可能なエリアから外れた場所に存
在するようになった場合、ベッドサイドモニタ５Ａに向けてアラーム信号を送信する。
　ベッドサイドモニタ５Ａは、アラーム信号を受信した場合、例えばアラーム音を出力し
てその旨を報知する。ベッドサイドモニタ５Ａは、アラーム信号をナースステーション２
００のナースコールシステム６に送信するようにしてもよい。
【００３３】
　近年、多くの医療機関は、ナースコールシステムを導入して、患者情報を集中管理して
いる。このようなナースコールシステムでは、例えば患者を識別することが可能な患者識
別情報や、ベッド番号、個室番号、医療従事者等の情報が対応付けられて、例えば患者テ
ーブルで管理されている。
　ところで、従来、ワイヤレスセンサを用いて患者情報を計測する医療機器では、例えば
患者Ａにセンサａ１～ａ３（図示せず）が装着され、患者Ｂにセンサｂ１～ｂ３（図示せ
ず）が装着されているような場合、センサから情報を受信した医療機器は、センサａ１の
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情報が患者Ａの情報であることを自動的に対応付けることはできない。
　この場合、例えば各センサに付与されている機器番号を患者情報と対応付けることが考
えられるが、この対応付け作業においてヒューマンエラーが発生する可能性がある。また
、センサの機器番号は、上記患者テーブルで管理されていない場合が多く、ナースコール
システムの対応付けを利用することができない。
　また、例えばセンサ毎に患者識別情報を手入力して対応付けることも考えられるが、上
記同様にヒューマンエラーが発生する可能性があるとともに、患者が変わるたびに、対応
付けした患者識別情報を消込する作業が必要となり作業負荷が増大する。
【００３４】
　そこで、本発明者は、患者が病室内や、病室のベッド上で多くの時間を費やすことに着
目し、病室自体やベッド自体を識別して、患者から計測された生体情報と病室ＩＤやベッ
ドＩＤとを対応付けることを考えた。
　本実施形態の中継装置１によれば、例えば患者Ａがベッド２Ａに入院している場合、ベ
ッド２Ａに設置されている中継装置１Ａの記憶部１３に、ベッド２ＡのベッドＩＤと患者
Ａに使用予定のセンサ３ａ～３ｃのセンサＩＤとが、例えばスマホ７を介して予め登録さ
れる。このため、中継装置１Ａは、無線通信可能なエリア内に識別される例えばセンサ３
ａ～３ｆの中から、記憶部１３に登録されているセンサ３ａ～３ｃを認証し、センサ３ａ
～３ｃから送信される生体情報のみを受信することができる。そして、中継装置１Ａは、
受信した患者Ａの生体情報に対して、記憶部１３に記憶されているベッド２ＡのベッドＩ
Ｄを付与し、ベッドＩＤ付き生体情報をベッドサイドモニタ５Ａへ向けて送信することが
できる。これにより、ベッドサイドモニタ５Ａでは、受信するベッドＩＤ付き生体情報の
ベッドＩＤとナースコールシステム６上の患者情報テーブルとを参照して、生体情報と患
者Ａ（「Ａ子さん」）とを正確に対応付け、表示画面５１Ａ等に表示することができる。
このような対応付けは、例えば病室ＩＤを用いて行った場合も同様に行うことができる。
【００３５】
　また、中継装置１は、各患者が携帯するものではなく、患者が使用している各ベッド２
に設置されている。このため、中継装置１の重量や大きさに関する設計自由度が増し、中
継装置１にバッテリーを備えることも可能である。
【００３６】
　また、ベッドサイドモニタ５に送信される患者の生体情報は、各センサ３からではなく
、ベッド２に設置された中継装置１から送信される。このため、中継装置１とベッドサイ
ドモニタ５間を通信ケーブル４を用いて接続することができるので、中継装置１とベッド
サイドモニタ５間の信号の送受信を通信ケーブル４を介して確実に行うことができる。
【００３７】
　また、中継装置１に認証されているセンサ３が中継装置１の無線通信可能なエリアから
外れた場所に存在するようになった場合、中継装置１からベッドサイドモニタ５Ａに向け
てアラーム信号が送信される。このため、医療従事者は、そのセンサ３を装着した患者が
例えば中継装置１が設置されているベッド２の周辺から他の場所へ移動したことを速やか
に知ることができる
【００３８】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されず、適宜、変形、改良等が自在である。
その他、上述した実施形態における各構成要素の材質、形状、寸法、数値、形態、数、配
置場所等は、本発明を達成できるものであれば任意であり、限定されない。
【符号の説明】
【００３９】
１（１Ａ，１Ｂ）：中継装置、２（２Ａ，２Ｂ）ベッド、３（３ａ～３ｆ）：センサ、４
：通信ケーブル、５（５Ａ，５Ｂ）：ベッドサイドモニタ、６：ナースコールシステム、
７：携帯型通信端末、１１：認証部、１２：取得部、１３：記憶部、１４：送信部、１５
：バッテリー部、５１Ａ，５１Ｂ，６１：表示画面、１００：病室、２００：ナースステ
ーション
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